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○

実施済 ○
汚水処理施設の

統廃合
汚泥処理の
共同化

　公共下水道（新発田地区）を流域関連公
共下水道として整備・供用開始（H14年度）
し、処理場建設経費5,000百万円、年間運
営経費100百万円の削減となった。農排
（福島・米倉）地区の汚水について、流域関
連公共下水道へ接続を実施（H29年度・R
元年度）し、農排処理場年間運営経費12百
万円×2箇所の削減となった。※試算では
米倉地区の公共下水道への接続工事費は
113百万円、既存農排処理施設の更新工
事費は77百万円であった。

抜本的な改革の取組
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新発田市 下水道事業 公共下水道 ー

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（令和2年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況


